
岡山大学・社会文化科学研究科・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１５３０１

基盤研究(A)（一般）

2017～2014

アジア地域における布工芸品の生産・流通・消費をめぐる文化人類学的研究

Anthropological Study of Production, Marketing and Consumption of Textile Crafts
 in Asia

９０２８８６９７研究者番号：

中谷　文美（Nakatani, Ayami）

研究期間：

２６２４４０５３

年 月 日現在３０   ８ ２７

円    25,900,000

研究成果の概要（和文）：日本を含むアジア各地で、伝統的な手法を用い、主として手作業で製作される布工芸
品（染め・織り・編みなどの技法による工芸品）を対象に、メンバー各自による個別フィールド調査のほか、グ
ループ調査を日本国内外で実施した。各地域の生活世界の文脈に根ざした多様な素材、製作技法、製品の用途に
は、文化遺産をめぐる国際機関のイニシアチブや国家政策、グローバルな市場形成の下で、顕著な変化が生じつ
つあるが、そこには日本人仲介者及び消費者の動向も密接なつながりを持つことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This research was implemented by Japanese anthropolgists, together with 
international co-researchers, on the process of production, marketing and consumption of traditional
 textiles and related crafts in Asia. In addition to individual field research in various parts of 
Asian region, the members conducted joint research in India, Bhutan, Okinawa, Japan and Indonesia to
 gain a common frame of references. 
The collaborative research has revealed multifaceted changes in sites of production in terms of 
materials, techniques, patterns and usages end products under the influence of heritage discourse, 
national policies and global market trends. In particular, Japanese mediators are deeply involved 
with the process of revitalizing and/or promoting local textile production to cater for Japanese 
consumers, who exhibit specific tastes and genunine interests in handcrafted items produced by Asian
 artisans.The result of this four-year-research will be published as an edited volume in English.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 

文化人類学及び芸術学、美術史、地域研究
などの分野で蓄積してきた民族誌的事例は、
伝統的な素材や技法を用いた布製品の生産
と使用が、さまざまな社会において、親族組
織、カースト的集団、パトロン-クライアン
ト関係などをはじめとする多様な社会関係
に根ざすこと、そして富や社会階層、あるい
は民族の象徴としての役割を果たしてきた
ことを明らかにしてきた。 
これらの先行研究は、主として次の 2つの

潮流を形成している。1つは、物質文化とし
ての布の製作技術、素材などの現状と変化、
あるいは個別の色・意匠などの文化的意味を
重視する流れ、もう 1つは、制作者や使用者
を取り巻く社会的・文化的背景に着目し、儀
礼や社会集団、民族アイデンティティ、ある
いはナショナリズムの展開の中に布生産を
位置づけようとする流れである。この研究分
野における文化人類学の貢献は、これら 2つ
の研究動向のどちらか一方に与するのでは
なく、長期にわたる詳細なフィールド調査の
積み重ねを通じて、技術的あるいはデザイン
的側面と社会的・文化的文脈の両方を視野に
おさめた研究が可能になる点にある。 
本研究の研究代表者及び分担者、連携研究

者はいずれも、それぞれの調査対象地におい
て長年にわたるフィールド調査を実施して
きた。研究代表者はこれまで複数の共同研究
に従事する中で、分担者、連携研究者との研
究交流を通じ、日本を含むアジア各国間での
素材や製品の流通が加速化している現実に
着目した。また、伝統的な染織を用いた衣装
のファッション化が急速に進行しているこ
とから、グローバルなネットワークの拡大を
十分に視野に入れた、国際的な共同研究の必
要性を認識するに至った。 
 

２．研究の目的 
 
 上記の問題意識を踏まえ、調査対象をアジ
ア地域における布工芸品（伝統的な手法を用
い、主として手作業で、染め・織り・編みな
どの技法により製作される工芸品）の生産、
流通、消費のあり方とした。文化人類学、芸
術学、地域研究を専門とする研究分担者と連
携研究者が海外研究協力者とともに共同研
究を行い、以下の点を明らかにすることをめ
ざした。 
（1）対象地域の生活文化や慣習に根ざした
広義の布工芸品の生産組織、生産技術、用途、
販売先などが、グローバル・ネットワークの
進展の下で、どのように変化してきたか。 
（2）食材や機械製品などとは異なる布工芸
品の特質とは何か。 
（3）伝統的な布工芸品のローカルな意味づ
けの変容とグローバルな価値志向（世界無形
文化遺産、手仕事へのノスタルジアなど）と
の関係はどのようなものであるか。 

対象地域は日本、東アジア、東南アジア、
西アジア、南アジアと多岐にわたる。さらに
比較対象地としてオセアニア（パプアニュー
ギニア、オーストラリア）とマダガスカルも
加えた。これらの地域で用いられる製作技法
は、木版捺染、パイル織、刺繍、絣織、紋織、
ろうけつ染めなど多様であり、素材や製品の
用途にも、それぞれの地域の歴史的・文化的
背景が色濃く反映されている。しかし同時に、
これらの布工芸品は日本をはじめとする先
進工業諸国において、ノスタルジックなまな
ざしを向けられ、「伝統の手わざ」「アジアン
雑貨」として消費される対象でもある。 
そこで本研究では、素材および製品の流通

により多様な形で結ばれている日本とアジ
ア諸国における布工芸品に付与される文化
的・社会的な意味やその変容を、生産者と消
費者の両サイドで検討することを試みた。 
 

３．研究の方法 
 
本共同研究の特色は、各メンバーによる個

別フィールド調査の実施とグループ全体で
の国内外の共同調査を組み合わせた点にあ
る。毎年度 3～4回実施した国内研究集会で
は、個別調査の成果を共有すると同時に、共
同調査によって得られた知見を確認し、議論
を進めることを通じて、全体としての論点の
共有・精緻化を図るよう努めた。つまり、共
同調査と全体での議論をはさみつつ、共通の
参照枠組みと各自の個別事例を重ねること
で、論点を明らかにする手法を取った。また
後述のように、これらの共同調査及び研究集
会には、海外研究協力者、布生産の現場に仲
介者としてかかわる研究協力者やゲスト講
師を招聘した。 
毎年度 1回のペースで組織した国際学会で

の分科会も、成果発表の場であると同時に、
この分野における国際的な研究水準を確認
し、海外研究者からフィードバックを受けつ
つ研究を進めるための手段と位置づけた。 
  
（1）個別フィールド調査は、各メンバーが
約 2回、1週間～1か月にわたって実施した。
具体的な調査先・調査年度は次の通りである。 
・インド（26・27 年度） 
・インドネシア（26・27 年度） 
・中国（26・27 年度） 
・オーストラリア（26・27 年度） 
・パプアニューギニア（26・28 年度） 
・日本（滋賀 26・27 年度、京都 26・27・28
年度、米沢 26年度、沖縄 27 年度） 
・アゼルバイジャン（28年度） 
・マダガスカル（28年度） 
・ラオス（29年度） 
（2）グループ共同調査は、まず 26年度に 4
名がインド、ブータンにおいて、またほぼ全
員（海外研究協力者・国内研究協力者各 1名
を含む）が沖縄において実施した。 
27 年度には、倉敷・米子において、メンバ



ー全員にゲスト講師 6名を加え、ワークショ
ップと弓浜地区での共同調査を実施した。28
年度は、インドネシアのチモールにおいて、
メンバー全員による共同調査を行った。 
（3）国際学会での分科会組織・報告として
は、以下の 3件を実施した。 
・International Convention of Asian 
Scholars (ICAS) 9（アデレード、オースト
ラリア、2015 年 7 月）において、研究代表者
が”Mediating conversations: Culturally 
Valued Textiles across Japan and India”
と題する分科会を組織し、メンバー6名（韓
国・インドからの海外研究協力者 2名を含む）
が研究報告を行った。 
・Association of Asian Studies in Asia（京
都、2016年6月）において、”Issues of Making 
Heritage in East Asian Contexts”と題す
る分科会を海外研究協力者が組織し、研究代
表者が研究報告を行った。 
・International Union of Anthropological 
and Ethnological Sciences (IUAES)中間会
議（オタワ、カナダ、2017 年 5月）において 
”Fashionable Tradition: Innovation and 
Continuity in the Production and 
Consumption of Handmade Textiles and 
Crafts”と題する分科会を、研究代表者及び
分担者が組織し、メンバー5名（アメリカか
らの海外研究協力者 1名含む）に加えて、公
募による 5カ国 5名が研究報告を行った。 
 上記国際学会のいずれにおいても、研究報
告者以外の参加者から多くのコメントや質
問があり、本研究課題に対する一般的関心の
高さや、日本人研究者がこの課題に取り組み、
発信することの意義を実感した。 
 
４．研究成果 
 共同調査として実施したブータン調査で
は、食料調達の点では自給自足経済が今なお
生きている地域においても、布製作の現場は
急速に自家生産・自家消費の現場を離れ、市
場用の製品生産に移行しつつある現状が明
らかになった。ただし、その市場はまだ生産
者に近く、製品の用途も観光客向けの加工品
を別にすれば、伝統的着衣の範疇にある。同
時に、王室主導の開発政策の進展が、情報の
流入や物流の変化を促し、女性向け収入創出
活動の一環としての布生産を奨励する背景
ともなっている。同様の状況は、同じく共同
調査で訪れたインドネシアのチモール島西
部においても観察することができた。着衣ス
タイルが共通であるにもかかわらず、多種多
様の技法や意匠が地域ごとの独自性を生み
出し、生産者・着用者の社会的アイデンティ
ティと結びついている状況は、ブータンで得
られた知見に通じる。同時に交通網の発達や
広域に広がる地域アイデンティティの醸成
が、個別の意匠の流通範囲を広げ、ファッシ
ョン化している現状もブータンと類似して
いた。 
共同調査においては、各メンバーが自身の

調査地の状況と照らし合わせつつ、インタビ
ューやディスカッションを行うことを課し
たが、例えばインドをフィールドとするメン
バーは、インドにおける手仕事の価値や職人
の地位の低さがアジア地域の文脈でも特異
なことを再認識した。また、民俗植物学に詳
しいメンバーが加わっていたことで、ワタや
染料植物などの素材利用の工夫や変化に目
を向ける契機ともなった。 
他方、沖縄の共同調査では、海外でのフィ

ールド調査を行うことが多いメンバーにと
って、国内の染織産業の現場に触れ、キモノ
消費を核とする日本の市場の特異性やその
影響力を改めて確認する機会となった。歴史
的経緯や生産組織の面で対照的な 4つの産地
であったが、全体としては「沖縄の染織」と
してくくられ、その中で産地間の競合や差異
化の追求がある。だがいずれも内地市場向け
の着尺生産に特化しており、従来の生産・着
用の文脈とは離れた布作りが行われている
点で共通している。 
布工芸品の生産現場（作り手）と消費者（使

い手）をつなぐ仲介者の役割の重要性につい
ては、上記調査から浮かび上がったばかりで
なく、倉敷・米子で開催したワークショップ
に博物館、古布ギャラリー、展示会、雑誌、
放送メディアという多様な現場で「伝え手」
「つなぎ手」となっているゲスト講師を招聘
し、議論を深めることを通じて一層明らかに
なった。 
これらの共通の成果を踏まえつつ進めた

個別調査では、ユネスコなどの国際機関や国
家が主導する文化遺産・文化財保護政策が及
ぼす影響や、それに伴う鑑定や価値づけ、消
費者のニーズを生産者に伝える仕組みのあ
り方も問題となった。一見「伝統」から大き
く逸脱したように見える素材や製法、意匠の
変化があってもなお、当事者にとっては自ら
の民族表象となる衣装スタイルが持続し、選
択され続けている事例や、製織糸の工業製糸
化が布や着衣生産に大きな影響を及ぼして
いる事例なども確認された。日本国内におけ
る染織工程の一部をなす中間素材や道具の
継続的生産、植物素材による織布の技術伝承
のあり方などをめぐる問題にも着目した。 
今回の研究で対象とした調査地では、自家

用と市場向けの布製作が平行して続けられ
ている例が少なくない。他方、海外市場での
商品の差別化につなげるために、改めて植物
素材による染色が導入される例も増えつつ
ある。そこには日本の消費者の嗜好が深くか
かわっている場合もある。布工芸品の生産者
自身や生産現場に対する消費者の関心の高
さや、消費者が生産者に転換する可能性など
も含め、生産者と消費者の関係性には日本社
会固有の特徴が表れているといえる。 
また、多くの事例を見渡すことで見えてき

たのは、布それ自体が持つ特質として可塑性、
劣化性、再生性などがあり、それが製品の多
様性やさまざまな価値づけを可能にしてい



るということである。同時に、メディアとし
ての多面性がプリント製品による織物の代
替にもつながっている。 
最終年度である平成 29年度には、成果発

表の一部として国際シンポジウム Textiles 
and Fashion in Asian Context を京都で開催
した。海外研究協力者 3名を講演者及びコメ
ンテーターとして迎え、取りまとめの議論を
行った。 
なお、本共同研究の成果としては、米国の

出版社 Lexington Books に提出した英文論文
集案が採択され、Fashionable Traditions: 
Asian Handmade Textiles in Motion として
出版準備が進んでいる。この論文集には、本
研究メンバーのほか、海外研究協力者や国際
学会での分科会発表者など6名が加わるため、
国際的な共同研究の成果となる。さらに、保
研究メンバーを核とする研究会を継続し、和
文論文集を編む計画も進行している。 
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